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脚注1 田中毎実の関わった工学部の FD活動の仕事には、学習意欲調査（京都大学工学部学習意欲調
査委員会, 1998）、工学部ディベート型FDシンポジウムのコメンテータ（田中, 2001a参照）がある。 


























資源生物学 I」）、学部共通基礎科目 1（総合人間学部「総合人間学を求めて I」）の３つをピッ
クアップし、その全時間を継続観察することで、大学授業の構成と展開およびそこにおける
学生の学びの変容を研究した（その結果は藤岡, 2002bや藤岡・杉原, 2002、溝上, 2002aを参
照）。 
そして、2002年度（3年目）では、京都大学の中でもはやくから組織的 FD 脚注2に取り組ん
                                                 
脚注2 ここで用いられる FDには、教育改革的実践（たとえばカリキュラムやシラバス、学生による
授業評価、ティーチング・アシスタントなど）も含められている。これは広義FDの定義であるが、
これについては 6.2.2 (4)で詳述する。 






























うな辛口の批評ができるようになったのも、実は FD実践が第 1ステージから第 2ステー
ジへと歩を進めようとしていることのあらわれともいえる（溝上, 2002b）。 
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するのは、学生の学びの質である（苅谷, 1996; 扇谷, 1987）。この意味において、FD実践
の第 2ステージは、学生の学びを射程に入れておこなうことにあるといえる（溝上, 2002b）。 








工学科（2001年 8月）、建築学科（2001年 11月）、電気電子工学科（2002年 3月）、情報
学科（2002年 9月）のアンケート結果を対象に続けておこなわれた。その第一次報告は、
『ディベート形式による工学部 FDシンポジウム－工業化学科・地球工学科・物理工学科

































「過程型（process type）」との２つがある（詳しくは溝上・水間, 2001; 溝上・尾崎・平川, 1998）。



































になったのは、1980年代後半くらいではないだろうか（ex. 大学セミナー・ハウス編, 1995; 













































図 2 個別具体的な授業とそれを取り巻く教育全般の発展を目指す広義ＦＤの構図 
 
 








































































である。授業参観日は 2002年 6月 20日、27日（木曜日 2限）の 2回であった。授業への参
加学生は、先と同様に考えて、約 45人であった。3つ目の授業は、和田裕文助教授（物理工
学科）の「固体電子論」で、主に 3回生対象の学部専門科目である。授業参観日は 2002年 6






















































  高等教育教授システム開発センター 藤岡完治・溝上慎一 
図 3 授業リフレクションシートの実例 
 



















































































































ということであった。したがって、授業で指定される教科書は、G. Solomons & C. Fryhle著の














































































































































































































ができ（溝上・藤田, 2001; 田中, 2001b）、うまくなされれば、自他の比較を通して学習動機














































わが国では、主に 1990年代終わり頃から「一年次教育（freshman seminar program）」が急


































































































































ということである。学問共同体への参加こそが学生の学びを導いているのである 脚注7 脚注8。 
                                                 
脚注7 共同体参加をもとにした学習論は、Suchman（1987）や Lave & Wenger（1991）などの提唱する
「状況的学習論（situated learning theory）」と深く関連する。中でもLave & Wenger（1991）の「正統







































































































































































































































































































                                                 





















































































































































大学セミナー・ハウス (編)  1995  続・大学は変わる－大学教員懇談会 10年の軌跡－. 国
際書院. 
Dunkin, M. J. & Biddle, B. J.  1974  The study of teaching. New York: Holt, Rinehart & Winston. 
藤岡完治 1997  教師である私の発見－授業リフレクションによる授業研究－.『教育メディ
ア研究・情報教育実践ガイド I－教師である私の発見－』藤沢市教育文化センタ
ー. Pp.155-170- 
藤岡完治 1998  授業をデザインする. 浅田匡・生田孝至・藤岡完治 (編)『成長する教師－
教師学への誘い－』金子書房. Pp.8-23. 
藤岡完治 2001a  大学授業の参加観察. 京都大学高等教育教授システム開発センター・授業
参加観察プロジェクト担当チーム『大学授業の参加観察プロジェクト報告 (1)―
大学授業の参加観察から FDへ―』京都大学高等教育叢書 11. Pp.1-23. 
藤岡完治 2001b  大学授業の構造と学生の学習経験の関連に関する研究－大学授業の参加
観察を通して－. 京都大学高等教育研究, 7, 1-23. 
藤岡完治 2002a  序. 京都大学高等教育教授システム開発センター・授業参加観察プロジェ
クト担当チーム『大学授業の参加観察プロジェクト報告 (2)―大学授業の参加観
察から FDへ―』京都大学高等教育叢書 14. 
藤岡完治 2002b  大学授業の変容過程の研究－「授業構想」「学生による評価」「授業の振り
返り」を組み込んだ授業改善－. 京都大学高等教育教授システム開発センター・
授業参加観察プロジェクト担当チーム『大学授業の参加観察プロジェクト報告 
(2)―大学授業の参加観察から FDへ―』京都大学高等教育叢書 14. Pp.1-26. 
藤岡完治 2002c  平成 13年度の公開実験授業－「ライフサイクルと教育」と授業検討会－. 
京都大学高等教育教授システム開発センター『平成 13年度公開実験授業の記録』
京都大学高等教育叢書 13. Pp.1-3. 
藤岡完治・杉原真晃  2002  リレー式講義『総合人間学を求めて I』における学生の学び－
学生のレポートの分析を中心に－. 京都大学高等教育教授システム開発センタ
ー・授業参加観察プロジェクト担当チーム『大学授業の参加観察プロジェクト報
告 (2)―大学授業の参加観察から FDへ―』京都大学高等教育叢書 14. Pp.27-53. 
藤田哲也 (編)  2002  大学基礎講座－これから大学で学ぶ人におくる「大学では教えてく
れないこと」－. 北大路書房. 
藤田哲也・溝上慎一  2001  授業通信による学生との相互行為 I－学生はいかに「藤のたよ
り」を受け止めているか－. 京都大学高等教育研究, 7, 71-87. 
 181 
原一雄 1988  日本私立大学連盟と FD活動. 大学時報, 37 (199), 86-93. 
苅谷剛彦 1996  授業の質・学習の質. IDE (現代の高等教育), 380, 28-33. 
京都大学工学部学習意欲調査委員会  1998  一般教育における工学部学生の学習意欲の向
上策に関する調査研究報告書.  
京都大学新工学部教育プログラム実施検討委員会  2001  ディベート形式による工学部 FD
シンポジウム－工業化学科・地球工学科・物理工学科－. 京都大学高等教育叢書
12. 
Lave, J. & Wenger, E.  1991  Situated learning: Legitimate peripheral participation. Cambridge 
University Press. (佐伯胖 (訳)『状況に埋め込まれた学習－正統的周辺参加－』産
業図書、 1993) 
松下佳代 2002  教室の数学文化と学習のコンテクストの生成－探究の文化と受験文化の対
立に焦点をあてながら－. 平成 11年度～平成 13年度科学研究費補助金 (基盤研
究(c)(2)) 研究成果報告書. 
松下佳代 2003  FDへの学生参加は何をもたらしたか. 京都大学新工学教育プログラム実
施検討委員会『ディベート形式による工学部 FDシンポジウム（建築学科・電気
電子工学科・情報学科）および授業参観にもとづくジョイントワークショップ報
告』京都大学高等教育叢書 15. 印刷中. 
溝上慎一 2001  大学生の自己評価の世界を意味づける学業的文脈. 溝上慎一 (編)『大学生
の自己と生き方－大学生固有の意味世界に迫る大学生心理学－』ナカニシヤ出版. 
Pp.97-137. 
溝上慎一 2002a  学生の経験世界から見た「総合人間学を求めて」の授業構造化と学生の学
び－学生による知の越境へのアプローチ－. 京都大学高等教育教授システム開発
センター・授業参加観察プロジェクト担当チーム『大学授業の参加観察プロジェ
クト報告 (2)―大学授業の参加観察から FDへ―』京都大学高等教育叢書 14. 
Pp.54-78. 
溝上慎一 2002b  大学教育改革のあり方を「現場」から出発して再考する－京都大学におけ
る学問共同体の現存と押し迫る時代の要請－. 京都大学高等教育研究, 8. 印刷中. 
溝上慎一 2002c  わが国の大学教育改革と「大学基礎講座」－発刊によせて－. 藤田哲也 
(編)『大学基礎講座－これから大学で学ぶ人におくる「大学では教えてくれない
こと」－』北大路書房. Pp.159-164. 
溝上慎一 2002d  学生の理解の枠組みをふまえた授業展開－教授技術論をのり越えるため
の視点－. 京都大学高等教育教授システム開発センタ  ー(編)『大学授業研究の構
想－過去から未来へ－』東信堂. Pp.57-86. 
溝上慎一 2002e  大学生の憂うつ－ユニバーシティ・ブルー－. 溝上慎一 (編)『大学生論
－戦後の大学生論の系譜をふまえて－』ナカニシヤ出版. Pp.51-65. 
溝上慎一・藤田哲也  2001  授業通信による学生との相互行為 II－相互行為はいかにして作
られたか－.京都大学高等教育研究, 7, 89-110. 




溝上慎一・尾崎仁美・平川淳子  1998  学生の満足する授業過程分析に向けて (序報). 京
都大学高等教育研究, 4, 22-64. 
文部省 (編)  1995  我が国の文教施策－新しい大学像を求めて: 進む高等教育の改革－(平
成 7年度). 大蔵省印刷局. 
扇谷尚 1987  大学の活力と教授団の能力開発－一般教育の改善を目指して－. 一般教育
学会誌, 9(1), 33-37. 
Prislin, R., Jordan, J. A., Worchel, S., Semmer, F. T., & Shebilske, W. L.  1996  Effects of group 
discussion on acquisition of complex skills. Human Factors, 38 (3), 404-416. 
Suchman, L. A.  1987  Plans and situated actions. Cambridge University Press. (佐伯胖監訳『プラ
ンと状況的行為－人間－機械コミュニケーションの可能性－』産業図書, 1999年) 
関正夫 1988  日本の大学教育改革－歴史・現状・展望－. 玉川大学出版部. 
舘昭 2001  一年次教育の重要性とフレッシュマン・セミナー. IDE (現代の高等教育), 
429, 5-13. 
田中毎実 1997  定時公開実験授業「ライフサイクルと教育」(2)－「一般教育」と「相互研
修」に焦点づけて－. 京都大学高等教育研究, 3, 1-24. 
田中毎実 2001a  啓蒙と相互研修の間－工学部 FDプロジェクトの意義－. 京都大学新工学
教育プログラム実施検討委員会『ディベート形式による工学部 FDシンポジウム
－工業化学科・地球工学科・物理工学科－』京都大学高等教育叢書 12. Pp.117-125. 
田中毎実 2001b  大学授業のフィールドワーク. 京都大学高等教育教授システム開発セン
タ  ー(編)『大学授業のフィールドワーク－京都大学公開実験授業－』玉川大学出
版部. Pp.13-33. 
冨谷至 2002  2001年度, 法学部東洋法史講義から. 京都大学高等教育教授システム開発
センター・授業参加観察プロジェクト担当チーム『大学授業の参加観察プロジェ
クト報告 (2)―大学授業の参加観察から FDへ―』京都大学高等教育叢書 14. 
Pp.79-89. 
山田礼子 2001  大学生の学習力－日本の現実とアメリカの経験－. 大学教育学会誌, 23 (2), 
36-41. 
 
